















































































































































?第1表 対 照 群
赤血球 臼血球
?
血 球　百 分 比
?





o鋤 歎 変動 B8 恥 盟y MetBandSe9LyMOPPi絶対数 変動 核型 絶対数 変動 絶対数1 変動 晦bl誉。。。。BandSe9恥 Erbユ
V 559（％1 82 刎 脚 〔％） 3渇 14 1．8 17．2 73．0 3．0 ユ684（％｝ 2336278（％） 脚 （％｝1 N 501一10 67 40 繍 一3 2．6 9．4 46．6 37．0 4ρ 砿4 ‘648十1841．93 3α71一51A V 5皿 86 33 7700 28 1．4 1．0 13．0 808 1の 1078 2ユ0 遡
???




?? 15ｱ 6300P1000十75 0．6P．4 0．6S．2 112U6ρ 86．2Q1．8 0．4O6 743V？呈。 ・十9B92．62Q2454303058一幽
T 4 ? 490S72一4
?? 40･106002300D十1工74βQ．2 1．2 02 02O．4 3βX．‘ 552宸W 81ρ?３．2 3．6Q．0 04 日曝5H8998弓一2032ユ9D2．00 3286R03一8 脚
H 5 ? 499T03十工 82E
??







































平均 一10 十45 十298 一64
V 557 71 18 伽 2．4 0．6 ユ．2 15．8 78．4 1ρ 0．6 エ054 2L314861 留 1．6 ．26．4 9．8 40 工8 47．0? 7 N 549一1 70 皿 7400十19 1．4 5．0 ．45．4 46．2 1．2 0．8． 田30十254乳9‘ 3419－30 1．4 2L8 9．6 L6 2．o 54．4
? V 617 95 4 7500 42　’ 12． 20．6 73．0 エニ0 ユ545 2．68． 5475 go
レ
































血 貧 血 群
r



















































































Q．38 6翻一86 7? N 305十7 41 210．6エoo十239ユ．6 工1．4 65．6 175 3．6 0．2 4697十5731．80 1【P7 十29?






























兎． 赤血球 血色素 白血球
?
血 球　百 分 比 好
?
球 リンパ球 好酸球 骨 髄 像群 網赤球No。 数（万） 変動 〔％） ｛％） 数 変動 恥 恥 My鯉【et BandSegLyMonP1 絶対数 ．変動 核型 絶対数 ．変動 絶対数変動 MyblY・UD91　BandSeg恥 Erbl
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兎 球 血色素 網赤球 白血球．
?
血 球　百 分 比 ，　好 中 球 リンパ球 好酸球
?
髄 健
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血． 球　百 分 比 好
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兎 赤血球 血色素 網赤球 白血球
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にも一定の傾向はない。
　13．対照群，台目貧血群，Be皿zol投与群，レー線
　　　照射群，Nitromin投与耕の比較（第13表）
　ACTH注射による影響をみるに，赤血球系では各群間
に殆ど差はないが，Benzol群のみがやや減少の傾向を示
す。白血球数は何れも対照群と同様増加するが，レー線照
射群はリンパ球の減少率が対照群よりも低いため白血球増
加率は最高である。好申球の増加率は何れもかなり高いが
対照群が最高を示す。これとともにリンパ球の減少が全例
にみられるが，その減少率の最も高いのも対照群である。
　Adrenalin注射群については，赤血球には一一定の傾向は
ないがこの中Be且zol投与群がやや減少する。白血球数で
は，潟血貧血群は好中球増加とリンパ球減少とが相殺され，
Benzol群は好中球，リンパ球ともに反応を示さないため
この両者は殆ど変動しないが，他は何れも著明に増加しし
かもACTH群よりその増加率が高い。これはAdrenalin
群の方が好中球の増加率がそれぞれ高く，さら｝t　vンパ球
の減少率が低いためであろう。
　14．Nitromin投与群，　Nitro皿in’ACTH投与群，
　　　Nitromin・Cortisone投与群，　Nitrmin・Hyd－
　　　rocortisone投与の比較（第14表）
　Nitromin単独投与の場合もACTHその他併用した場
合も，この前処置による白血球減少率に特別差異はなく，
一般に5～7日目には最低39％から最高97％に減少した。
その主体を成すものは好中球，リンパ球何れにも見られ，
Nitromin投与群では両者は大体同率に減少しているが，
他の群は何れもリンパ球の減少率の方が大である。この状
態でさらにACTRの影響を見ると，赤血球系には殆ど変
動なく，臼．血球数はNitromin投与群のみは殆ど出勤を示
さないが，他の群は何れも著明に増加した。これはNitro－
min投与群では好中球の増加とリンパ球減少とが相殺さ
れ，他の群は何れもリンパ球の減少率が低いか，むしろ逆
に増加していることに．よる。
　Adrenalinの場合は前者と異なり，　Nitromin投与群で
は好中球は著明に増多を来しリンパ球もやや増加の傾向を
示すため白血球数は増加し，これに反し他の群では何れも
逆に好中球もリンパ球も滅刑するため白血球全体としては
著明に減少する。
　15．対照群と炎症群との比較（第15表）
　赤血球系はACTH，　Adrenalin何れの実験においても
変動しない。
　ACTH注射により，炎症で催起された白血球の増多現象
はそれ以上には増加する傾向は見られない。しかし好中球
数としてはかなり増加しており，リンパ球が滅少傾向を示
す’ｱとは大体炎症群も対照群の場合に一致している。
　Adrenalin注射の場合は殆ど変動を認めないがリンパ球
はやや減少する。
　16．炎症群，ACTH前処置炎症群，　Cortisone
　　　前処置炎症群，Hydrocortisone前処置炎
　　　症群の比較〔第15表）
　赤血球系はACTH，　Adrenalin何れの実験においても
変動しない。
　白血球数も炎症群はテレピン油注射で著明に増加する
が，他の群は何れも白血球増多を来さない。即ちAC工H
前処置炎症群では好中球，リンパ球ともに変動なく，Con－
tisone前処置炎症群では好中球増多とリンパ球減少とが
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第14表　　A．CTH及びAdrenalinによる末梢血球変動（平均％）の諸前処置群別比較　（2）
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相殺され，Hydrocortisone前処置炎症群では好中球の変
動なく，リンパ球減少のためむしろ白血球は減少する。
　この状態に対してACTH注射を行うと，炎症群は好中
球増多とリンパ球減少が相殺され白血球増多が起らない
が，AC工H前処置炎症群とHydrocortisone前処置炎症
群とは好中球もリンパ球も反応せず，Cortisone前処置炎
症群はむしろ好中球減少により白血球減少を示す。
　Adrenalin注射の場合は何れも著明な変動なく，　Corti・
sone前処置炎症群で好中球の滅少傾向を示したのみであ
る。
　骨髄像については，個々の末梢像との聞にある程度の関
連性を認めた場合（既述）はあったが，自得での特異的傾
向を見ることは出来なかった。
　なお，好酸球数については，前処置で既に消失する場合
が大部分であったので比較の対象から除いた。
総括及び考按
　以上の実験成績を要約し，対照（正常）実験の成績に対
して造血機能低下と直進なる二つの立場での反応を比較検
討してみたい。
　1．対照群
　Garcia9）はラッチにACTHを長期問注射して赤血球の
増加を認め，田坂4）も赤血球，i血色素の増加を見ている。
Gasser6）は再生不良性貧血にCortisoneを用いて，末梢
の網赤血球の増加と骨髄赤芽球の分裂像を増したことか
ら，Cortisoneは骨髄の病的成烈1抑制を除くと考えた。
　私の場合も，前述の如くACTHの作用としては赤血球，
血色素がやや減少する傾向をみとめ，この時網赤血球は軽
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度ながら増加した。これは僅か一度の注射で，しかも4時
別後の値であるから，或いはさらに連続して投与した場合
は網赤血球の反応に徴しても，一・応これ等の説に一致した
結果に落ちつくのではないかと考えられる。
　しかし一方Masseli3）等は骨髄造血系えの影響はないと
いい，またErsleyS）等は赤芽球産生組織には仇らくが骨髄
機能を改善させるほどのことはないともいっており，この
まわりに造血機能の受け入れ態勢の相違による変化が推測
され，未だ確定的なものではないことが窺えよう。
この関係はAdrellalin注射の場合には殆どその作用をみ
とめなかった。
　白血球系に対するACTH作用に関しては，白血球増多
特に棲型左：方移動を伴なった著明な好中球増多で，その平
均増加率は今回の全実験群の中で最：高を示し，好酸球は完
全に消失ないしは74％に及ぶ減少率を示し，リンパ球の
減少率も全実験群の最高を示した。これはHillsi）等，吉
田6），Dougherty：i）等の報iヒヒに一致し，正常成熟家兎にお
いてはACTH　4～6mg投与4Fl寺Fl．H後には，末梢1血の核型
左：方移動を伴なった好中球増多が起ぎることから，少なく
とも骨髄の好中球誘出を促すということが思惟される。即
ち，Reebuck15）等はACTHに」（る好r｛＝1球の貧喰能の尤進
を認め，明珍ゆはその遊走能の寸進を報告してU・る。　ま
たンリパ球，好酸球の減少機序については吉田6），Finch’2fi）
等は単なる駐車i生分布異常または破壊1こよるとし，White
＆Dougher七y：～o）は1，ンパ葺1～滅少とJfiL中γ一Globurinの増加
から抗体産生とに関連づけたり，“stress一リンパ球”を以
てリンパ球の破壊を主張する向き’もある3D。さらにEsse1－
lier：め等は網内系Jl眞箸垂実験で，好酸球の減少はACTHが
直接それを破壊する他に，骨髄からの成熟好酸球の放出が
抑制され，守内系での好酸球破壊が促進するによるともい
っている。
　骨髄に関しては因数が少なく一定の傾向を認め得なかっ
たが，2例だけについて見ると，ともに末梢の好酸球滅少
とは逆にその比率が増した。Uhvband：13）は正常人でACTH
注射4～6時間に末梢好酸球減少と骨髄好酸球増加を認め，
RosenthaliO）はリウマチ性関節炎患者について同様の所見
を認め，これは骨髄で好酸球が増生されるのではなく，末
梢から逆に入ることを促進するためであろうといってい
る。
　Adrenalin作用は好中球増多，特に板型の移勤からみて
も、、わゆるAdren。盆血液像に＿致する酬促進機転
の営まれることが推測され，しかも好酸球の変化も不定で
ある点からもThorn’s七estとしてみたACTH作用の関与
は極めて少なく，自らその本態を異にするかの如き印象を
もつた。R［1ち本実験の結果はVogtll’），　Long20）等のAd・
renalinの下垂体前回刺戟によるACTH分泌促進説に一
致せず，Best21），沖中23）等の見解に左即するものである。
　2．骨髄機能低下の場合
　いわゆる外防細胞減少症，再生不良性貧血或いは汎骨髄
造の如き骨髄造血機能障碍を実験的に動物に起し得ること
は既に多くの先人によって立証されているが，私はその中
の2，3の主なものについて前述の如き実験を行なったの
である。
　潟血貧血群：
　前陣の40％以上減少を目標として，毎日体重毎kg　15～
20cc宛紅血したが，末梢血申の白血球はむしろ増すか殆
どその像に変動なく，骨髄像は一部に赤芽球の増生が見ら
れたが全般的に強度の細胞減少を来した。・？まり潟血なる
失血操作を頻回にくり返す場合の生体反応は，造血系の動
員により極力末梢血の平衡維持に努め，特に白血球系の方
が赤血球系よりも長く応急能力を保つことが分る。
　ここでThorn’s　testを行うにACTHによる変動は赤血
球系には殆どなく，僅かに好中球増多（砂型は一定せず），
好酸球，リンパ球減少の傾向を示し，対照群の反応相に一
致したがその程度はかな：り低い。またAdrenalinによる
変動は赤白ゴ江球両系ともに殆ど特定の影響を認めなかっ
た。
　1勘L貧血の実験研究はEhrlich34）を始め井戸：s”o），　Bar一
七a覧粉，岡：～7＞等の報告があるが，何れも赤白血球両系の造血
機能の充進を見ており，同時に末梢好中球は左方移動を示
すといっている。また，柏村：ls）は前野の37～23％の一度
の潟1肛で骨髄機能は尤壊したことを認めている。
　私の場合は赤血球数は潟血により前値の39～52％滅少
し，骨髄も5例中3例は強い有棲細胞の減少を認めたもの
で，骨髄造血機能の比較的強い低下を試みたもの故，
ACTHによる好中球増多，榎型左方移動，リンパ球及び好
酸球滅少の程度が対照に比して低いことは容易に肯かれ
る。Adrenalin作用の不定であったこともACTH，　Ad－
renalinの作用機序の問題としてよりも，むしろ造血機能
のある程度以上に低下した場合には，これ等文献にみられ
るような促進作用を喪失し，ζれ等の薬剤の作用に対して
もむしろ無反応状態を示すものと考えられよう。
　Benzol投与群：
　飛型の赤血球系を主とした減少機転に対して白1血球障碍
を意図したもので，端数は少ないが何れも赤血球の減少は
軽微で，白血球は著明に減少し，好中球の榎型は左方移動
を示し実験の目的を達iし得た。これは森田39），森林劫等の
実験成績と同じ傾向である。ここでThom’s七estを行う
とACTH，　Adrenalinとも白血球は大体減少傾向を認め
るが，好中球としてはともに増加し棲型もさらに左方に移
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動した。即ち，この場合も対照群より弱い骨髄からの誘出
による，好中球増多，核型左方移動，リンパ球，好酸球減
少を認め，その反応態度は減退を示す。
　レー線照射群：
　私の実験条件下でも末梢赤血球の減少は殆ど見られない
が，網赤血球，白血球数は激減し特にリンパ球の減少著し
く，好中球核型は多くは左方移動を呈した。これは岡本4り，
木下4L’）　egの報告に一致し造血組織の荒廃による著明な現
象と閏される。この時期のThorn’s　testによる影響を少
しく詳細に検討すると，レー線で白血球数が80％以上減
少した場合（No．20，22）は，も早やAC工Hに対する反応
は見られず4時間後にはむしろ減少し，この時の骨髄の有’
核細胞も極度に減少を示す。これに反し80％以内の減少
の場合には，Thorn’s　testにより好中球は増加しそれに伴
なって骨髄の分葉棲が増加した。これ等の点からACTH
が骨髄の好中球増多及び誘出作用を有するとの仮定はほぼ
正ugfs）・9）・43）勘を得ていると考えられ，レー線照射による骨
髄機能障碍の可逆的なものとしからざるものとはACTH
投与による反応如何により判別し得ると考えられる。また
ここでAdrenalin．の作用は，ややACTH作用との闇に差
異がみられ，脾，肝，毛細管等の捕捉血球の末梢動員を加
えるためか，白血球減少の著しい時も一過性の増加がみら
れた。
　Nitromin投一与二君羊；
　Nitromin投与でも赤tiJl球系は殆ど減少しないが，網田
」血球，白血球は特に好中球が核型右方移動を伴なって激減
し，骨随も好中球がかなり滅少し，リンパ球が多い傾向が
みられた。これはWintrobe45），　Bauer’）6），山内47）等の報
告に一致するものである。
　Thorn，s　testによる影響はレー線の場合と同様の傾向を
示し，Nitromin　l⊂よる白血球減少率67％以上の場合は
ACTH注射でさらに滅少し，核型も右方に移動し，同じく
67％以内の場合は増加を示し核型も主として左方に移動
した。即ち前項の場合と同様骨髄機能がある程度以上に障
碍された際は，既に増血反応を示さずむしろACTH注射
により減少する傾向さえ窺われる。Adrenalinの影響は前
項と1司じくACTH作用の如き特定傾向を示さなかった。
　ここで2，3の文献的考察にあわせてこの結果を考按し
てみると，顯粒細胞械少症は1922年Schultz4s’）の発表以
来，最：近特に放射能症等とともに注目されるようになった
疾患の一つであるが，その多くの報告を見るに劫，末梢lfil
像は白血球殊に顯粒．白1血球の著しい滅少と核左方移動で，
好酸球も多くは口少ないしは消失しまた骨髄像はRohr‘if））
によればその高度のものは脂肪髄を呈し細胞に乏しく完全
に荒廃したものから，細胞成熟障碍によって前骨髄球ない
しは後骨髄球が主体をなす比較的予後の良好なものとがあ
るとしている。Caldwel150），　McMillinsi），油谷27），新井
EEi「，L’）等はこの種疾患に対してCortisone或いはA．CTHを
使用した報告をしているが，それによれば骨髄障碍の高度
なものには無効であることが推定される。Bj6日中man’‘3）は
急性骨髄性白血病にACTH，　Cortisoneをf吏面して，むし
ろ白1血球が激滅したことを認め，この種製剤を無分別に用
bることは良くないと警告している。私の実験に二よるレー
線照射群，Nitromin群の成績からみて全くこの事実に一・
致する結果が得られ，造血機能障碍の程度によっては
AC工H，　Cortisone使用は却ってその増悪を招くことがあ
り，その使用には充分考慮を払う必要があることが明かに
された。
　次いで予めNitromin注射と平行して下垂体副腎皮質
系ホルモンを連H注射した場合，即ち造血障碍に対する下
垂体副腎皮質系の保穫作用の影響をみると，赤血球系は特
にそれによる変動を受けないが，リンパ球の減少はNitro・
min単独投与（Nitromin投与群）に比しかなり高く，こ
れに反し好中球の減少率は低く，従って白血球減少率はこ
両者が相殺するためNitromin投与群と殆ど変らず，榎
型も一定の傾向を示さず，好酸球は全例減少した。しかし
これをThorn，s　tes七1⊂よってみると赤血球系にはNitro－
min投与群と殆ど変りないが，白血球数はそれより一般に
増加率が高く，これは特にNi七romin－Cortisone投与群，
Nitromin－Hydroeortisone投与群ではリンパ球も逆に増
加し，何れについてみてもこれ迄の外論を押し拡げるなら
ば，なお造血系機能の余力を窺い知ることが出来るとも考
えられ，ここで造血系障碍えの防止的役割を演ずる作用を
認めることが出来る。これは臨床的にも貧血或いは言詞細
胞減少機転の危惧される場合に予め応用する価値のあるこ
とを物語るもので，先きの場合の如く或る程度障碍された
後の治療には充分に注意する必要がある。なお，このよう
な作用はACTH，　Cortisone，　Hydrocortisone，の何れに
もほぼ1直様に認められた。
　3．骨髄機能充進の場合
　Rohr49）は細菌感染による末糟白血球増多は骨髄の白血
球形成が充進ずるためであるとし，Moeschlin54）は感染の
際の骨髄好T・’1iT球の増生は末梢白血球の破壊によるとし，
Louis55）等も感染時に骨髄の好中球増生と末梢白血球増多
或いは好中球核左方移動を認めた。即ち生体は感染或いは
炎症により，その生体防禦の必要吐から末梢の白血球増多
を来し，それにより骨髄の造血機能が転進することは容易
に推定し得る。
　私はテレピン油皮下注射により家兎に実験的炎症を催起
せしめ，その際のThorn，s　testについて検索した。
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　先づ予め家兎に体重毎kg，1ccのテレピン油を注射し
た24時耕墾の血液像は，赤血球系においては殆ど変化を
みないが，白血球数は全例（5例）が著明に増加しそ②主
体は好中球で鞘当も多くは左方移動を示し，好酸球もやや
増加の傾向を見せた。
　この場合のThor，s　testの影響は，赤血球系には殆どみ
られないが，白血球はさらに増加する傾向を示し，特に好
中球は核型の著明な左方移動とともに増加した。好酸球は
全例に’減少傾向をみたがリンパ球は不定であった。なお，
宋梢の好中球増多の著明な例では，骨髄でも好中球，特に
分葉榎球が比較的増加する傾向を認めた。即ち骨髄造血1機
能充進時のACTHの影響は，特に末梢好中球の増加とそ
の棲型左方移動とであるが，対照群の際の変動よりも活壌
とはいい得ない。またAdrenalinの影響には特記すべき’
ものなく従前とをまぼ同じ傾向がみられた。
　催炎処置（テレピンYrll皮下注）の前に予めA．C工H，　Cor－
tisoneまたはHydrocortisoneを注射した場合は，その
何れもが対照炎症群の場合と異なり，白血球数は増加せず
むしろ逆に減少する傾向さえみられた。即ち，好中球，リ
ンパ球ともに減少し，しかし棲型は左方に移動し，骨髄で
は未熟細胞が比較的増加の傾向を示した。
　この場合のThorh’s　testの・影響は，　ACTH作用として
は白血球数においても好rl・1球，リンパ概数においても一定
の傾向を示さないが，好中球核型は大多数はさらに左方に
移動した。Adrenalin作用でもむしろ白血球の減少が見ら
れ，時には’好酸球の増加等の矛盾現象が見られ一定しない
が，少なくともこれ迄の如く増加が著明でないことだけは
明かである。Louis「’　「’）等はその臨床実験で，炎症時の∫血液
像に時に．見られる白血球減少は末梢での破壊率が骨髄での
増生率を超えた場合に起るとし，この場合もそれに該当す
る現象とも考えられる。何れにしても’ド垂体副腎皮質系ホ
ルモンは，骨髄造血機能充進時にはさらにその好中球誘出
機転を促進するがその程度は健常幾程でなく，また予めこ
れらのホルモンで処置しておいた場合は，」ゴE液像は一見何
等反応を示ざないようであるが，その榎型の左方移動，骨
髄の未熟細胞の比較的増加により，生体の防禦機転の一環
として骨髄増生が行なわれていることは思惟に難くない。
　Selye5のによるいわゆるGeneral　Adaptation　Syndro－
meと炎症との関係から，炎症を全身的な生体防禦反応と
いう面から把握しようとする考えが大方の支持を受けるよ
うになって来た。この反応と最も深い関係をもつCorti－
soneの抗炎症作用についてはOpsa157）一’50，）等，　Benditt6。）
等，Hays61）等はその抗hyaluronidase作用に基くとし，
Menkin62）一v（H），　Hidalgo働，　Witersfi），　Robson6「）等はそ
れが毛細血管透過性を著明に抑制するによるとしSpain6S），
Blunt6g）等は炎症性細胞反応を抑制することがその一因を
なすと考えている。一般に炎症に際しては細胞の代謝機能，
形成機能或いはその活動性が充貸していると解され，これ
等諸家の実験で明かにされたようにCortisoeが細胞の活
性を低下させるとすれば，本来の炎症時の細胞活動性充進
はそれ自体極めて合目的的な生体防禦反応であることから
考えると，この種ホルモンを投与することは生体にとって
極めて不利な結果を招く恐れがあると推察される。こ2）場
合も適度な催炎機序がいわゆるMenkin因子の刺戟によ
り生体反応の上で白血球増多等の造血系賦活を営む必要が
あるにも拘らず，これ等のホルモンの過剰投与が却ってそ
れ等の因子形成ないしは作用の抑制を来し，結果的にも悪
い影響をもたらしたと考え．られよう。
　4．ACTH注射とAdrenalin注射との比較
　これまでの実験成績で既述の如く，Adrenalin注射によ
る反応は対照群においては白昼江球増加率はむしろACTH
の場合より高い傾向を示したが，好酸球は必らずしも50％
以上減少せずむしろ逆に増加した例さえあり，骨髄機能低
下群でも大体対照と同様の傾向を示したが，下垂体副腎皮
質系ホルモンを併用した場合の好中球はACTHの場・合と
逆に減少の傾向を見せた。また炎症群では殆んど変動を示
さず，ホルモン前処置群でも一定の傾向をみなかった。即
ち，私の実験では，同一条件下においてATCHとAd・
renalinとの造血機能に与える影響を中心にみると，両者
は特徴ある多くの共通点を有っているが部分的にはかなり
相違しているといわねばならない。
　Vogtlm，1．ongL’n）等はAdrenalinはAC工Hの分泌を促
すという仮定のもとに，これがThorn’s　testのACTHに
代用出来るということを提唱し，以来多くの追試実験が行
われて来たが，その成績は必らずしも彼等の主張するとこ
ろと一致しなかった。例えば，White70）等はリンパ球の反
応は＝二相性（増加一・減少）であると述べ，大森7】）はラッチ
の副腎皮質に予め機質的変化を与えておき・，ACTH，　Ad－
renalinを投与して，後者の副腎皮質に対する作用機序は
前者とは本質的に異なることを証明し，河原7：））等は下垂体
駆除動物にACTH，　Adrenalinを与えた時の自弔し．球像は
前者の場合一定なるに反し，後者はしからずとし，また，
RuppeFり等はアスコルビン酸の消長からそれぞれACTH
とAdvenalinとの相違を強調している。
　Adrenalinによる1血液像は確かにForsham＆Hillsl）等
の述べた下垂副腎皮質系ホルモンの場合と似た所見を皐す
るが，目下のところ同一であると信ずる根拠は何もない。
末梢白1血球のAdrenalinによる影響は，以前はそのゴ腋
濃縮作用かまたは脾の収縮によると解されたこともあるが
最近では何れも否定されている。Sturgis粉等は，生体に
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は末梢白血球数を容易に変動させる2つの“ever－present”
があり，その1つは活動していない毛細管の中に隠れた多
　　　　　　ロ緩球で，他の1つはリンパ組織に隔闘1されたリンパ球であ
るといっている。またユ血球調餌坤枢の存在から白血球の変
動を神経支配に帰する説もある7a）。何れにしてもAdrena－
linの造血系に与える作用因子は単一なものではなく，或
いはホルモン性に，或いは神経性に行われるのではないか
と推測される。
　以上のことから，下垂体副腎皮質系ホルモンと造ML系と
の関係については，なお不明の点が多いが，Selye学説の
一環として造血系反応の上においてもGeneral　Adapta一
七ion　Syndromeに一致して，ある時はその効果的な血球
増加動員は生体に有利に．作用し，これを適宜投与すべぎも
のであるが，しかしまたある時にはこれがいわば過剰負荷
の形をとる場合，逆作用として白血1球の失墜的減少招来の
場面も起き得ることを確認し得た。この点については臨床
応用上に充分な注意が必要であることはいうまでもない。
またこの種ホルモンには，造血系障碍の懸念されるおり早
期に与える場合は芋窪的作用があり，これに対し炎症等白
血球増多の必然要求ある際に早期に与えると，白」血球増多
を抑えむしろ悪影響を来すことがあることをも知ることが
出来た。
結 論
　1．家兎を用いて，予め人工的に骨髄造」］’ll機能を障碍
／籟粒細胞減少症），或いは充進（炎症〉させたものについて，
下垂体副腎皮質系ホルモンとAdrenaliuとをThorn’s
testに準じて投与し，それぞれの影響を正常群と∫七1咬検討
した。同時にこの面からのACTHとAdrenalinとの作用
異同についての比較を行った。
　2．骨髄機能低下の場合は，障碍の程度が軽い時はその
機能は正常群と同様充進を見るが，或る程度以上に及ぶ時
はむしろ機能失墜を来す。また造拍工障碍の予測されるおり
に予y）これ等を併行投与すると造柏し機能障碍を防Jhし得
る。
　3．骨髄機能充進の瘍合は正常群とほぼ剛…装の反応態度
をみるがそれよりは弱い。予めこれを投与・すると炎症性の
血液所見は抑制され，またThom，s　testによっても殆ん
ど変動がないが，その核型の左方移動，骨髄の未熟細胞の
比較的増加から不顕性に骨髄増生は行なわれているものと
推？則される。
　4．ACTHとAdrenalinとの造励L機能に与・える影響は
多くの共通点を有つが，本質的には一致を認め得なかった。
　　　　　　　　　　　　　　　　（昭禾031．11．12受イ寸）
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